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予算特別委員会から 日程：3月8日、11日、14～17日、22日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症

等
に
よ
る
県
民
生
活
へ
の
影
響

環
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対
策

ス
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予算特別委員会委員

財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
２

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
社
会
的
自
立
支

援
に
つ
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
間
団
体
・
施
設
等
が
連

携
し
て
個
々
の
児
童
生
徒
に
応
じ

た
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
を
通
し
て
不
登
校
児
童
生
徒

の
社
会
的
な
自
立
を
目
指
す
支
援

が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か

り
取
り
組
む
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替

品
の
利
用
促
進
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
、

手
話
通
訳
者
の
確
保
、
北
九
州
地

区
の
漁
業
振
興
、
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
、

福
岡
県
空
き
家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
少
年
法
改
正
に
伴
う
県

警
察
の
対
応
、
小
中
学
校
の
統
廃

合
と
義
務
教
育
学
校
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
学
校
文
化
の
継
承
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
の
質
疑
、
要
望
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
で
２
兆
１
，
５
２
９
億

２
，
５
０
０
万
円
余
、
特
別
会
計

の
総
額
で
９
，
９
５
０
億
６
，
３

０
０
万
円
余
、
企
業
会
計
の
総
額

で
４
４
１
億
９
，
１
０
０
万
円
余

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会

計
は
前
年
度
当
初
予
算
比
０
．
８
％

増
で
過
去
最
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
令

和
４
年
度
福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」

な
ど
20
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

の
議
案
も
起
立
多
数
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ

れ
た
主
な
内
容
は
、
本
会
議
場
で

の
採
決
の
前
に
、
吉
松
源
昭
委
員

長
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
委
員
長
報
告
に
つ
い

て
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
昨
年
か
ら

続
く
原
油
の
高
騰
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
世
界
情
勢

が
厳
し
さ
を
増
す
な
ど
、
県
民
の

消
費
活
動
や
企
業
の
業
績
に
幅
広

く
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、「
財
政
改
革
プ
ラ

ン
２
０
２
２
」
は
災
害
や
世
界
情

勢
の
影
響
な
ど
の
リ
ス
ク
も
前
提

に
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
は
と
質

さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
県
民
の

皆
さ
ま
が
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
る
た
め
、
安
定
的

な
財
政
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
今
回
の
プ
ラ
ン
で
は
、

計
画
的
に
進
捗
を
管
理
で
き
る
目

標
を
立
て
、
三
基
金
の
取
り
崩
し

に
頼
ら
な
い
財
政
構
造
へ
の
転
換

を
実
現
さ
せ
、
財
政
健
全
化
を
図

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
、

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
を
は
じ
め
、

多
く
の
職
員
が
長
時
間
労
働
と
な

る
な
ど
厳
し
い
労
働
環
境
下
に
あ

り
ま
す
。保
健
福
祉
環
境
事
務
所
は
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策
の
総
合

的
な
推
進
や
市
町
村
へ
の
一
元
的

な
指
導
・
支
援
を
行
う
た
め
設
置

さ
れ
、
現
在
も
母
子
保
健
や
Ｄ
Ｖ

な
ど
保
健
・
福
祉
分
野
に
関
す
る

県
民
か
ら
の
多
様
な
相
談
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
今
ま
で
の
行
政

改
革
で
ス
リ
ム
な
行
政
を
目
指
し

て
き
た
が
、
幅
広
い
行
政
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
今
、

県
の
組
織
体
制
の
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は
、
今

月
７
日
に
本
県
に
お
い
て
、
22
日
に

は
全
国
で
一
斉
に
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
度
重
な
る
移
動
制
限
に
よ
り
、

観
光
業
の
ほ
か
中
小
企
業
は
甚
大
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
感
染
防
止
と
社

会
経
済
活
動
の
両
立
を
実
現
し
、

コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
政
策
へ
舵
を
切
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
質
さ
れ
、
知
事
か
ら
は
、

国
の
基
本
的
対
処
方
針
が
、
感
染

域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
産
業
施
策
と
し

て
も
有
意
義
で
あ
り
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
国
の
事
業
者
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
漁
業
者
な
ど

の
地
元
の
意
見
を
ど
う
反
映
さ
せ

て
い
く
の
か
質
さ
れ
、
知
事
か
ら
は
、

国
の
検
討
状
況
に
合
わ
せ
、
地
域

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
評
価
方
法

と
な
る
よ
う
国
に
要
望
を
行
い
、

意
見
交
換
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
福
岡
県
・
九
州
の

魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く

た
め
、
２
０
２
３
年
に
開
催
さ
れ

る
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
２
０
２
３
」

の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
は
、

熊
本
・
大
分
両
県
や
地
元
経
済
界
、

自
転
車
競
技
団
体
な
ど
の
関
係
者

と
連
携
を
図
り
、
こ
の
大
会
が
、

コ
ロ
ナ
や
災
害
か
ら
の
復
興
の
象

徴
と
し
て
県
民
に
勇
気
と
感
動
、

活
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
成
功
に
向
け
て
取
り
組
む
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委

員
か
ら
、
競
技
関
係
者
や
関
係
団

体
の
意
見
を
踏
ま
え
た
環
境
整
備

を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
誘
致

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
振
興
・

経
済
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う

期
待
し
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少

が
続
く
中
、
新
た
な
人
材
の
確
保

は
本
県
の
主
要
な
柱
で
あ
り
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
新
規
就
農
者
を

増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
さ

れ
、
執
行
部
か
ら
は
、
国
の
交
付

金
制
度
を
活
用
し
た
所
得
の
確
保

に
加
え
、
新
た
に
就
農
前
に
栽
培

技
術
を
習
得
で
き
る
研
修
用
ハ
ウ

ス
の
整
備
や
営
農
開
始
前
に
必
要

な
機
械
等
の
導
入
を
支
援
す
る
な

ど
、
新
規
就
農
者
を
一
人
で
も
多

く
確
保
し
、
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
に
努
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

近
年
、
次
々
に
発
生
す
る
自
然

災
害
。
本
県
で
も
毎
年
の
よ
う
に

大
雨
特
別
警
報
が
発
出
さ
れ
、
県

民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
災
害
の
復
旧
工

事
を
早
急
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
出
水
期
に
備
え
、
流

水
能
力
を
確
保
す
る
た
め
に
川
底

の
土
砂
撤
去
や
雑
草
除
去
な
ど
の

維
持
管
理
を
行
う
よ
う
質
さ
れ
、

執
行
部
か
ら
は
、
県
管
理
の
河
川

は
し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
国
管
理
の
河
川
に
つ
い
て

も
災
害
防
止
の
観
点
か
ら

し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
な

ど
維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る

よ
う
国
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

く
。
雑
草
の
除
去
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
な
が
ら

適
切
な
河
川
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
小
学
校
で
の
外

国
語
科
実
施
な
ど
、
教
員
に
求
め

ら
れ
る
業
務
が
多
様
化
す
る
中
、

教
員
・
講
師
の
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

委
員
か
ら
は
、
今
後
の
教
員
確

保
や
講
師
未
配
置
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
さ
れ
、
執
行
部

か
ら
は
、
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
の

対
象
者
を
県
外
大
学
に
広
げ
る
と

と
も
に
、
県
内
の
大
学
に
在
籍
す

る
他
県
出
身
者
に
本
県
教
育
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
受
験
を
促
し
、

併
せ
て
教
員
免
許
状
の
交
付
時
に

講
師
募
集
の
案
内
を
行
う
な
ど
の

の
特
徴
や
感
染
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
全
国
知
事

会
を
通
じ
て
国
に
提
言
す
る
と
と

も
に
、
福
岡
コ
ロ
ナ
警
報
に
つ
い

て
も
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

見
直
し
て
い
く
。
ま
た
、
観
光
に

お
い
て
は
、
旅
行
商
品
の
造
成
や
、

今
年
11
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

「
ア
ジ
ア
獣
医
師
会
連
合
（
Ｆ
Ａ
Ｖ

Ａ
）
大
会
」
に
向
け
て
「
四
王
寺
県

民
の
森
」
を
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
森
」

と
し
て
整
備
し
、
ガ
イ
ド
の
育
成

な
ど
も
し
て
ワ
ン
ヘ
ル
ス
ツ
ア
ー

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
制
度
融

資
に
よ
る
金
融
支
援
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
商
工
会
議
所

等
を
通
じ
、
状
況
を
き
め
細
か
く

把
握
し
た
上
で
必
要
な
支
援
策
を

機
動
的
に
講
じ
て
い
く
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

洋
上
風
力
発
電
は
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
り
、
地
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